
 支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

６３２ 逆流性食道炎に対するプロトンポンプ・インヒビター（ＰＰＩ)の屯

服薬としての算定について 

 

《令和７年７月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

逆流性食道炎に対するプロトンポンプ・インヒビターの屯服としての算定

は、原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

プロトンポンプ・インヒビターは、添付文書の用法・用量より連日服用す

ることで効果がみられる。 

以上のことから、逆流性食道炎に対するプロトンポンプ・インヒビターの

屯服としての算定は、原則として認められないと判断した。 

なお、逆流性食道炎に対する維持療法の安定期や休薬期にある場合のオン

デマンド療法等の必要性・有用性については個々の症例ごとに判断すること

とする。 
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